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１年生  みらい楽

２年生  職場体験

３年生  校外学習

田植え体験や自然農法の畑見学、京野菜の収穫体験を通して食料生産や地域農業へ
の理解を深めました。

京都FM丹波放送株式会社

京都ルネス病院

INOUE株式会社

福知山市消防本部

校外学習の中で、特に若狭塗箸（わかさぬりばし）を作
る体験が印象に残っています。若狭塗は、実際に作って
みると、おはしの面によってよく削れているところと削
れていないところなどがあって、力の掛け具合をそろえ
るのがとても難しかったです。だから職人さんが私たち
の体験した「やすりで削る」というのと同じ方法で作ら
れていると知って驚きました。商品は同じ品質が求めら
れます。だからこそ職人さんの技が光る、伝統的な文化
なのだと感じました。体験を通して、若狭塗箸がただき
れいなだけでなく、時間をかけて作られたものだと知
り、より伝統文化に興味を持ちました。

田植え体験

私たちは「地域農業から学ぶ持続可能な社会」をテーマに、「稲作グループ」「自然農法グループ」「ブランド農作物
グループ」の3つのグループに分かれて活動しています。私が所属する自然農法グループでは、「虫や動物を傷つけ
ず、除草剤を使わず、農薬や肥料にも頼らない」農法を実践し、自然の力を生かした野菜づくりに取り組んでいます。
また、ブランド農作物グループの活動を見学・体験した際には、実際に万願寺甘とうの収穫を行ったり、紫ずきんの苗
や発芽した種を見学したりしました。そこで得た知識や経験は、自然農法グループでの活動にも生かすことができ、と
ても有意義な時間となりました。

谷口　穂乃佳
福知山市立昭和小学校出身

越智　彩菜 舞鶴市立余内小学校出身

志賀　陽太 与謝野町立岩滝小学校出身

石川　晴仁 京丹後市立宇川小学校出身

地域の職場体験を通じて、仕事へのやりがいや責任を学ぶとともに働く人々への
感謝の気持ちを深めました。

福井県小浜市の御食国若狭おばま食文化館、明治期の芝居小屋を復元した施設「旭座」
などを訪れ、歴史や文化に触れました。

グンゼ株式会社 綾部本社

国土交通省河川事務所 

僕はグンゼ株式会社綾部本社に見学に行かせていただ
きました。この職場体験を通して「働く」理由や「働
く」人の考え方・生き方を学びました。この職場体験
を糧にして、一歩先の未来へ踏み出したいです。

この二日間を通して様々なことを行い、多くのことを学びまし
た。特に、法川排水機場の、排水、水位調整、ゴミ処理のため
の体制を知り、効果的な排水の仕組みを学ぶと同時に、このよ
うな体制の中で普段の人々の生活を守ってくださっているとい
うことに感謝の気持ちが生まれました。



第2回学校説明会は、10月３日（土）に開催します。

京都府立福知山高等学校附属中学校
京都府福知山市字土師650 TEL. 0773-27-2151 

メールアドレス　fukuchiyamafuzoku-jhs@kyoto-be.ne.jp 
ホームページ　   https://www.kyoto-be.ne.jp/fukuchiyamafuzoku-jhs/cms

生徒の個性を見つけ、伸ばす６年間

国際交流

わくわくみらい教室

５月28日（木）、台湾の文昌國民中學の生徒が本校を訪れ、交流会を行いま
した。お互いの文化への理解を深めるとともに、言葉や国を越えてつながる楽
しさを実感しました。

6月13日（土）、第１回附属中学校説明会「わくわくみらい
教室」が開催されました。

「完璧な英語を喋ることができなくても、単語を使って
ゆっくり話すことで会話ができ、楽しかったです。」

英語部の進行で
スタート！

「もっと英語が話せるようになって他の国の人と話せ
るようになれたらいいなと思った。」

「発表の時に相手が頷いてくれたり、リアクションし
てくれたりすると安心したから、そういうことって大
事だと思った。」

≪交流後の感想≫

台湾の生徒による「川」をテーマにしたクイズや発表
を楽しみました。その後、台湾のお菓子を交えて交流
会をしました。

「ジャパンタイムアドベンチャー」と題して、日本の
様々な時代についてのプレゼンを行いました。また、趣
味や日本食などについて英語で会話を楽しみました。

スポーツを通して交流を深めました。ラジオ体操を一緒に行い、その後、日台混合チーム
に分かれてメディシングボールリレーやドッジビーでビーで対戦しました。

≪参加者の感想≫

授業では、
附属中の先輩
が優しく教え
てくれました

「楽しそうに授業を受けており、子どもの意欲がより上がったように感じました。」（保護者）

「附属中に入って、わくわくみらい教室のような楽しくて新しいことを学べる授業を受けたいと思いました。」

「先生や先輩が丁寧に教えてくれて嬉しかった。」
「理科の音の響きの実験が楽しかったし、身近なものだと感じました。」
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